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蔓

記
念
式
典
は
総
会
と
同
じ
会
場

で
午
後
２
時
巧
分
よ
り
開
会
さ
れ

ま
し
た
。
司
会
進
行
は
総
会
と
同

じ
く
東
三
ブ
ロ
ッ
ク
の
近
藤
泰
則

氏
が
担
当
し
ま
し
た
。
書
記
の
西

川
喜
久
男
氏
の
開
会
の
辞
、
岩
崎

崇
・
新
部
長
の
挨
拶
、
幹
事
・
沼

沢
恒
一
郎
氏
に
よ
る
ご
来
賓
㈹
名

の
紹
介
と
続
い
た
式
典
は
愛
知
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
青
年
部
副

部
長
滝
幹
夫
様
、
全
日
本
板
金

工
業
組
合
青
年
部
並
び
に
社
団
法

人
日
本
建
築
板
金
協
会
青
年
部
部

平
成
ｕ
年
４
月
旭
日
佃
愛
知
県

板
金
工
業
組
合
青
年
部
は
魁
怖
市
・

高
千
穂
会
館
に
於
い
て
第
即
回
通

常
総
会
・
創
立
別
間
年
記
今
畢
熱
典
・

記
念
式
典
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し

午
後
１
時
よ
り
、
東
三
ブ
ロ
ッ

ク
近
藤
泰
則
氏
の
司
会
進
行
で
始

ま
っ
た
第
加
回
通
常
総
会
に
は
愛

知
県
板
村
上
理
事
長
・
高
柳
副
理

事
長
（
青
年
部
担
当
）
・
吉
田
専

務
理
事
・
二
村
豊
東
三
ブ
ロ
ッ
ク

長
・
高
橋
銀
吾
西
三
板
金
連
合
会

副
会
長
（
青
年
部
担
当
）
が
ご
来

賓
と
し
て
臨
席
さ
れ
ま
し
た
。
河

田
雅
彦
青
年
部
長
の
挨
拶
に
っ
づ

愛
知
県
板
金
工
業
組
ム
ロ

Ｊ
塁
蜜
豆
転
圭
目
》
年
深
部

＊
一
第
加
回
通
一
常
総
会
一
：

＊
創
立
加
周
年
記
念
式
典
／
、
孔

兆
創
立
加
周
年
記
念
式
典
パ
ー
テ
ィ
ー

型
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催
》
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判
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ｌ
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ｌ
Ｊ
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″
第
加
回
通
常
総
会
〃

協
議
会
青
年
部
部
長
前
田
能
孝

様
に
乾
杯
の
ご
発
声
を
い
た
だ
き

楽
し
い
歓
談
の
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
途
中
「
矢
車
太
鼓
」
の
皆
さ

ん
に
よ
る
景
気
の
よ
い
演
奏
が
あ

り
、
お
酒
が
益
々
進
み
ま
し
た
。

楽
し
い
時
間
も
あ
っ
と
言
う
間
に

過
ぎ
、
高
柳
一
男
初
代
部
長
の
音

頭
で
中
締
め
が
行
わ
れ
、
幹
事

守
山
一
巳
氏
に
よ
る
閉
会
の
辞
で

パ
ー
テ
ィ
ー
は
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

豊
田
松
井

″
記
念
式
典
パ
ー
テ
ィ
ー
〃

長
野
溝
年
成
様
、
愛
知
県

板
金
工
業
組
合
理
事
長
村

上
章
様
の
お
三
方
よ
り
の
、

ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
つ

づ
い
て
祝
電
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。今

回
の
記
念
式
典
は
東
三

ブ
ロ
ッ
ク
で
の
開
催
と
い
う
こ

式
典
終
了
後
、
十
五
時
十

五
分
よ
り
会
場
を
三
階
に
移

し
て
パ
ー
テ
ィ
ー
は
開
会
し

ま
し
た
。

司
会
進
行
は
東
三
ブ
ロ
ッ

ク
の
小
山
高
広
氏
が
努
め
ま

し
た
。
河
田
・
前
部
長
の
開

会
の
辞
、
松
井
実
行
委
員
長

の
開
演
の
挨
拶
の
後
、
愛
知

県
板
金
工
業
組
合
前
理
事

長
・
相
談
役
・
平
野
弘
様
よ
り

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、
中
部
板
金
工
業
組
合

ま
し
た
。
当
日
は
雨
天
に
も
か
か

わ
ら
ず
ご
来
賓
⑩
名
・
青
年
部
部

員
帥
名
合
計
伽
名
の
参
加
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

き
村
上
理
事
長
・
二
村
東
三
ブ
ロ
ッ

ク
長
よ
り
ご
来
賓
の
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
西
三
ブ
ロ
ッ
ク
刈

谷
支
部
の
望
月
克
治
氏
を
議
長
に

選
出
し
議
案
審
議
に
入
り
第
１
号

議
案
よ
り
第
６
号
議
案
ま
で
ス
ム
ー

ズ
な
審
議
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
其
の
中
で
西
三
ブ
ロ
ッ
ク
安

城
支
部
の
岩
崎
崇
氏
が
新
部
長
と

し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
審
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″
創
立
刈
周
年
記
念
式
典
〃

舞螺寂全ｴ首組合責手部

鍔
錘
《奮

裳
継
続

議
終
了
後
、
県
板
青
年
部
技
能
競

技
大
会
及
び
建
築
技
術
コ
ン
ク
ー

ル
の
入
賞
者
表
彰
が
行
わ
れ
左
記

の
方
々
に
村
上
理
事
長
よ
り
表
彰

上
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
渡
さ
れ
ま
し

た
。《

技
能
競
技
大
会
》

最
優
秀
賞
酒
井
克
幸
君
（
安
城
）

優
秀
賞
砂
塚
耕
二
君
（
岡
崎
）

優
秀
賞
北
川
秀
治
君
（
東
三
）

《
建
築
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
》

最
優
秀
賞
藤
井
秀
幸
君
（
東
三
）

優
秀
賞
宇
野
勝
義
君
（
岡
崎
）

優
秀
賞
片
山
匡
裕
君
（
岡
崎
）

続
い
て
第
皿
回
全
国
建
築
板
金
競

傍
記
念
式
典

Ｐ
曲
叩
〃

と
で
青
年
部
が
日
頃
よ
り
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
銅
板
に
よ
る

素
晴
ら
し
い
作
品
を
製
作
し
て
お

ら
れ
る
㈲
建
造
の
馬
場
喜
郎
様
の

作
品
を
特
別
展
示
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
共
に
馬
場
様
の
ご
挨
拶
を
頂

戴
し
ま
し
た
。
最
後
に
監
査
役
．

小
木
曽
重
男
氏
の
閉
会
の
辞
に
よ

り
記
念
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
加
周
年
を
記
念
し
て
左

記
の
方
々
に
感
謝
状
と
記
念
品
が

岩
崎
部
長
よ
り
渡
さ
れ
ま
し
た
。

青
年
部
担
当
高
柳
一
男
様

青
年
部
担
当
高
橋
銀
吾
様

第
四
代
部
長
野
田
和
彦
様

第
五
代
部
長
林
雅
彦
様

第
六
代
部
長
松
井
繁
様

第
七
代
部
長
神
谷
聡
様

第
八
代
部
長
松
井
祐
治
様

第
九
代
部
長
河
田
雅
彦
様

技
大
会
『
技
能
競
技
の
部
』
及
び

『
建
築
技
術
の
部
』
審
査
結
果
発

表
が
左
記
の
様
に
あ
り
ま
し
た
。

『
技
能
競
技
の
部
』

第
６
位
全
板
連
青
年
部
長
賞

砂
塚
耕
二
君
（
岡
崎
）

『
建
築
技
術
の
部
』

第
４
位
鳥
取
市
長
賞

藤
井
秀
幸
君
（
東
三
）

第
６
位
全
板
連
青
年
部
長
賞

宇
野
勝
義
君
（
岡
崎
）

最
後
に
青
年
部
役
員
を
退
任
す

る
河
田
・
前
部
長
以
下
４
名
に
岩

崎
部
長
よ
り
感
謝
状
が
渡
さ
れ
ま

し
た
。

鍾霧

し
総
会
で
あ
い
さ
つ
す
る

岩
崎
新
部
長

～
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平成１１年度
桜
も
終
っ
て
、
ツ
ッ
ジ
が
咲
き

始
め
た
４
月
Ⅳ
日
出
、
名
城
公
園

近
く
の
「
名
城
会
館
」
に
お
い
て

名
古
屋
連
合
会
の
平
成
ｎ
年
度
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

午
後
５
時
開
会
、
村
上
県
板
理

事
長
、
吉
田
専
務
は
じ
め
、
問
屋

会
メ
ー
カ
ー
商
社
の
出
席
を
頂
き
、

恩
田
副
会
長
の
司
会
に
よ
り
始
ま

り
、
鷲
見
連
合
会
長
の
任
期
満
了

（
２
年
間
）
に
伴
う
挨
拶
の
後
、

議
事
に
入
っ
た
。

１
号
議
案
（
平
成
皿
年
度
事
業
報

告
、
及
び
決
算
報
告
）
が
行
わ

れ
た
。
［
主
な
事
業
報
告
］

四
月
四
日
⑧
第
六
十
回
通
常
総

会
が
豊
橋
市
「
高
千
穂
会
館
」
に

て
村
上
理
事
長
、
マ
ル
サ
ン
金
属

建
材
㈱
鈴
木
社
長
の
御
出
席
を
賜

り
、
組
合
員
六
十
名
の
出
席
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
は
第
一
号
議
案
よ
り

第
七
号
議
案
ま
で
ほ
ぼ
ス
ム
ー
ズ
に

進
み
ま
し
た
。
今
年
は
役
員
改
選

の
年
に
当
た
り
、
二
村
豊
氏
が
組

合
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
不
況

の
風
が
吹
く
中
、
全
板
大
会
、
来
年

度
の
新
年
会
等
が
控
え
る
中
東
三

に
お
い
て
は
最
適
の
人
材
が
配
置

平
成
加
年
５
月
鯛
日
出

皿
年
度
通
常
総
会

（
名
古
屋
弥
生
会
館
）

平
成
Ⅲ
年
６
月
肥
日
㈹

名
連
合
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

（
富
士
カ
ン
ト
リ
ー

明
智
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
）

″
Ⅲ
月
２
～
４
日
⑧

尾
張
名
古
屋
の
職
人
展
参
加

（
吹
上
ホ
ー
ル
）

〃
ｎ
月
ｎ
日
㈱

工
場
見
学
（
日
金
工
衣
浦
工

場
及
び
マ
キ
タ
岡
崎
工
場
）

平
成
ｎ
年
１
月
肥
日
出

新
年
安
全
祈
願
祭（

熱
田
神
宮
）

〃
１
月
皿
日
㈲

新
春
板
金
セ
ミ
ナ
ー

（
県
貿
易
会
館
西
館
）

２
号
議
案
（
役
員
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
）
の
件
が
審
議
さ

れ
、
全
会
一
致
に
よ
り
現
役
員

留
任
で
承
認
さ
れ
た
。

３
号
議
案
と
し
て
、
新
年
度
事
業

方
針
「
組
合
員
相
互
の
意
志
の

疎
通
と
連
帯
感
の
強
化
を
目
指

し
、
事
業
活
動
の
推
進
を
図
る
」

と
（
平
成
ｎ
年
度
事
業
計
画
案

及
び
予
算
案
）
が
報
告
さ
れ
た
。

４
号
議
案
（
そ
の
他
）
と
し
て

昨
年
度
、
好
評
だ
っ
た
工
場
見

学
を
、
よ
り
一
層
充
実
し
た
も

唖

傍
あ
い
さ
つ
す
る
鷲
見
会
長

名古屋板金連合会通常総会

必

次
に
役
員
改
選
が
提
案
さ
れ
西
俣

組
合
長
以
下
前
役
員
が
そ
の
ま
ま

再
選
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
終
了
後
、
各
報
告
事

項
の
発
表
と
な
り
技
能
士
会
報
告
、

豊
田
高
等
職
業
訓
練
校
講
師
報
告

青
年
部
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
新

入
会
員
１
名
の
紹
介
、
本
年
度
班

長
さ
ん
の
発
表
の
後
、
最
後
に
感

謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
総
会
は
終
了

し
ま
し
た
。
続
い
て
会
場
を
１
階

の
レ
ス
ト
ラ
ン
蝶
々
に
移
し
て
懇

親
会
が
お
こ
な
わ
れ
、
久
日
に
見

る
顔
と
美
味
し
い
お
酒
を
酌
み
交

わ
し
、
い
ろ
い
ろ
な
話
に
花
を
咲

か
せ
て
い
る
う
ち
に
お
開
き
の
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

豊
田
松
井

蕊
溌議§鰯蕊

蕊蕊
姥

篭
壁
撫蕊

蕊

さ
れ
た
と
自
負
し
て
良
い
。

〃
天
は
行
動
を
行
さ
な

い
者
に
救
い
の
手
を
差
し

出
さ
な
い
〃
と
抱
負
を
述

べ
ら
れ
た
。

村
上
理
事
長
は
東
三
の

専
門
校
に
新
入
生
が
０
人

と
間
か
れ
全
板
へ
補
助
金

等
出
来
る
だ
け
働
き
掛
け

た
い
、
全
板
ノ
ー
ト
、
保

証
制
度
の
拡
充
と
挨
拶
さ

れ
た
。

平
成
ｎ
年
４
月
２
日
閏
平
成
十

一
年
度
豊
田
板
金
工
業
組
合
の
定

時
総
会
が
豊
田
市
小
坂
本
町
の

『
豊
田
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
』
４

階
視
聴
覚
室
に
於
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
三
浦
誠
治
氏
の
司
会
に

よ
り
開
会
し
た
総
会
は
、
西
俣
組

合
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
挨
拶
を

県
板
吉
田
専
務
理
事
、
高
柳
一

男
西
三
板
金
連
合
会
副
会
長
、

長
谷
川
賢
市
豊
田
職
業
訓
練
校

校
長
、
横
山
興
業
㈱
加
納
所
長

に
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
奥

田
憩
氏
を
議
長
に
選
出
し
て
議
事

に
入
り
平
成
十
年
度
事
業
報
告
、

会
計
報
告
、
会
計
監
査
報
告
の
後

平
成
十
一
年
度
事
業
計
画
案
及
び

予
算
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

豊
会
（
問
屋
五
社
㈱
ウ
チ
ダ
、

太
田
商
事
㈱
、
㈱
竹
浅
、
マ
ル
サ

ン
金
属
建
材
㈱
、
横
山
興
業
㈱
）

を
代
表
し
、
挨
拶
さ
れ
た
マ
ル
サ

ン
金
属
㈱
鈴
木
社
長
は
生
命
保
険

会
社
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
（
織
田
信

長
、
坂
本
龍
馬
が
出
て
る
）
を
例

に
上
げ
、
「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
い
か

ん
ぜ
よ
」
は
日
本
中
に
言
っ
て
い

る
が
、
「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
い
か
ん

ぜ
よ
」
は
、
私
自
身
に
言
い
聞
か

せ
た
い
、
と
力
説
さ
れ
た
。
（
個

人
的
に
解
釈
す
れ
ば
、
業
界
へ
の

エ
ー
ル
と
思
う
）
そ
の
後
は
席
を

カ
ー
商
社
、
問
屋
会
を
交
え
て
の

腹
を
割
っ
て
の
意
見
交
換
、
親
睦

に
と
、
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
る

程
の
懇
親
会
を
終
了
し
た
。

出
席
者
、
「
商
社
、
問
屋
会
」

を
含
め
（
五
十
名
）

（
熱
田
、
南
）
伊
藤

し
東
三
支
部
新
組
合
長
二
村
豊
氏

移
し
慰
労
会
、
お
い
し
い
料
理
に

舌
づ
つ
み
和
や
か
な
う
ち
に
終
了
。

東
三
の
新
役
員
紹
介

組
合
長
、
支
部
長

二
村
豊

副
組
合
長

松
下
博
保

山
下
修
一

居
平
義
和

会
計菅

沼
秀
行

書
記近

藤
泰
則

今
後
二
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

東
三
吉
田

▲懇親会風景

灘
篭

：

の
に
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
の

実
施
、
な
ど
の
事
業
予
定
が
出

さ
れ
た
。

最
後
に
来
賓
と
し
て
県
会
議
員

杉
山
登
氏
が
挨
拶
さ
れ
閉
会
し

た
。
続
い
て
懇
親
会
に
入
り
、
メ
ー
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鱗

し
代
表
取
締
役
社
長

吉
田
博
氏

足
か
け
四
年
を
か
け
愛
知
県
亜

鉛
鉄
板
問
屋
会
の
会
員
会
社
を
五

十
音
順
で
紹
介
し
て
き
た
が
今
回

で
最
後
と
な
る
㈱
吉
田
商
店
を
紹

介
す
る
。

㈱
吉
田
商
店
は
大
正
八
年
に
柳

橋
交
差
点
の
西
、
最
初
の
道
を
南

に
入
っ
た
中
区
祢
宜
町
（
現
在
は

中
村
区
名
駅
南
１
）
で
吉
田
藤
七

氏
が
「
洋
餓
及
亜
鉛
引
平
板
商
」

と
し
て
創
業
し
た
。
そ
の
後
、
屋

号
を
吉
田
藤
七
商
店
と
改
め
遠
く

は
根
羽
村
方
面
ま
で
手
広
く
商
い

を
し
て
い
た
。
馬
車
馬
時
代
で
当

時
の
伝
票
に
は
平
板
二
十
八
番
一

枚
一
円
十
四
銭
と
あ
る
。

藤
七
氏
は
義
兄
伊
藤
久
次
郎
氏

の
長
男
敏
夫
氏
を
吉
田
藤
七
商
店

の
大
番
頭
に
据
え
次
男
の
二
郎
氏

（
後
の
伊
藤
二
郎
商
店
創
業
者
）

も
迎
え
入
れ
た
。
藤
七
氏
は
跡
継

ぎ
に
慰
ま
れ
ず
伊
藤
二
郎
氏
の
弟

▼
新
問
屋
シ
リ
ー
ズ
▲

』
噌
争
、
鈍
串
吟
ｄ
》
・
年
学
“
些
考
ご
ｊ
』
”
母
、
蝿
、
垂
》
“
肥
ロ
》
群
溌
。
挫
鯉
』
ｑ
辞
》
ｒ
壁
・
も
雪
浄
・
・
『
。
。
・
・
令
覗
酔
“
。
》
、
今
今
・
空
啓
唖
・
《
ｗ
）
岳
‘
》
．
ｄ
哩
凸
則
．
，
‐
函
叩
・
》
、
夕
酷
評
手
軽
・
‘
》
》
乎
心
諺
桝
や
誤
叩
、
ｗ
垂
‘
・
狙
汁
奄
暢
・
‘
唖
鈴
叫
呼
げ
堵
．

一
義
溌
灘
蕊
蕊
獅
職
批
正

官
‘
誌
。
弘
汽
▽
噛
崎
、
可
〆
勺
乎
瀞
も
”
・
か
誰
茨
，
全
《
・
祇
唱
例
恥
・
画
曝
も
盈
乎
砥
“
号
。
ｑ
℃
、
。
’
・
・
、
群
呼
必
】
・
唖
ｂ
》
邸
・
今
・
唖
・
Ｌ
ｍ
Ｐ
平

第
一
一
六
回
㈱
吉
田
商
店
最
終
回

▲ 異 人 館 の あ る 街 散 策▲風見鶏の館

し
本
社
工
場

で
四
男
の
登
氏
を
養
子
と
し
て
吉

田
商
店
の
跡
継
ぎ
と
し
た
。
ま
た

藤
七
氏
の
妹
は
森
口
家
に
嫁
ぎ
森

口
健
氏
（
森
口
健
商
社
長
）
の
母

親
と
な
る
。

吉
田
登
氏
が
健
在
の
頃
お
話
を

お
聞
き
し
た
。
戦
前
か
ら
大
き
く

板
金
屋
を
営
ん
で
い
た
の
は
栗
田

板
金
、
香
取
板
金
、
日
比
野
板
金
、

山
口
板
金
、
後
藤
飯
金
（
後
藤
治

太
郎
）
等
の
ブ
リ
キ
屋
で
あ
っ
た
。

後
の
板
金
組
合
の
発
起
人
と
な
っ

た
大
脇
千
代
作
氏
は
、
日
比
野
板

金
で
修
行
さ
れ
て
独
立
さ
れ
た
と

お
聞
き
し
た
。

戦
時
中
は
ト
タ
ン
も
配
給
制
で

切
符
が
必
要
で
あ
っ
た
。
名
古
屋

で
七
割
を
三
割
を
豊
橋
で
配
給

し
て
い
た
。
当
時
の
問
屋
は
野
々

山
商
店
、
山
菩
商
店
、
吉
田
商

店
、
梅
木
商
店
、
大
河
内
商
店
、

等
で
あ
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
で
一
時
営

業
を
停
止
し
た
が
二
代
目
吉
田

登
氏
が
昭
和
二
十
四
年
営
業
を

再
開
、
順
調
な
事
業
発
展
に
伴

い
昭
和
二
十
六
年
に
は
株
式
会

社
に
改
組
、
昭
和
三
十
七
年
に

大
治
に
成
型
加
工
工
場
を
建
設
、

昭
和
五
十
四
年
七
月
に
本
社
も

食
事
だ
っ
た
。
店
内
の
壁
に
は
ク

ラ
ッ
ク
（
ひ
び
割
れ
）
が
多
く
あ
っ

た
が
地
震
の
傷
跡
だ
そ
う
だ
。
帰

り
の
バ
ス
で
以
前
、
山
善
会
の
有

志
で
ド
イ
ツ
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

（
ロ
ー
マ
風
の
）
街
道
、
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
の
旅
行
の
ビ
デ
オ
を
放
映
さ

れ
、
懐
か
し
か
っ
た
。

西
尾
大
橋

iiIii1i
、

溌瀧i灘

§蕊

現
在
地
に
移
し
た
。

二
代
目
吉
田
登
氏
は
平
成
八
年

五
月
七
日
に
急
逝
さ
れ
現
在
は
吉

田
勝
彦
氏
が
三
代
目
を
引
き
継
い

で
い
る
。

登
氏
の
兄
、
伊
藤
二
郎
氏
も
翌

六
月
二
十
六
日
に
他
界
さ
れ
た
。

以
下
に
会
社
の
概
要
を
紹
介
す

る
。商

号
株
式
会
社
吉
田
商
店

創
業
大
正
八
年

創
業
者
吉
田
藤
七

昭
和
十
二
年
十
一
月
亡

創
業
地
名
古
屋
市
中
区
祢
宜
町

三
丁
目
六
番
地

会
社
設
立
昭
和
二
十
六
年
十
月

代
表
取
締
役
社
長
吉
田
勝
彦

昭
和
二
十
八
年
十
月
九
日
生

本
社
所
在
地
海
部
郡
大
治
町
西

条
字
城
前
田
十
九
ノ
ー
十
五

資
本
金
三
千
万
円

営
業
品
目
カ
ラ
ー
鉄
板
及
び
外

装
建
材
一
式

以
上
鷲
見

叩、

、

恥

ク
ト
が
あ
る
と
言
う
が
、

景
気
は
全
体
の
問
題
で
、

は
た
し
て
そ
れ
だ
け
で
愛

知
県
の
景
気
が
単
純
に
良

く
な
る
も
の
か
。
昨
今
の

ゼ
ネ
コ
ン
や
銀
行
は
、
程

度
が
悪
い
。
特
に
ゼ
ネ
コ

ン
の
企
業
資
質
は
最
低
で

あ
る
。
こ
の
様
な
不
況
の

中
で
我
々
の
な
す
べ
き
事

は
健
康
で
あ
る
事
、
情
報

や
知
識
の
修
得
、
仲
間
と

力
を
合
わ
せ
る
事
。
山
善

さ
ん
の
売
り
上
げ
に
協
力

し
て
欲
し
い
」
と
の
事
。

山
善
の
社
長
の
挨
拶
に
は

「
小
錦
の
パ
ン
ツ
の
例
え

が
あ
る
が
企
業
の
急
激
な

ス
リ
ム
化
に
は
問
題
が
多

い
」
と
の
事
。
ｕ
日
は
大

鳴
門
橋
記
念
館
、
淡
路
島

公
園
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ

ス
に
寄
り
、
岩
屋
港
か
ら

フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
、
世
界

最
長
吊
橋
の
明
石
海
峡
大

橋
を
船
か
ら
見
上
げ
た
。

明
石
で
眉
一
食
を
取
っ
た
が
、

名
物
の
蛸
を
中
心
と
し
た

qD4

瀞識幾､徳

、

愛

畜鍵

山
善
会
総
会
旅
行

鍵
鋳
懲

嬢
鶏
鋳
山
善
会

山
善
会
総
会
旅
行
が
４
月
過
日

～
叫
日
に
行
わ
れ
た
。
オ
ー
テ
ィ

ス
、
東
洋
科
学
、
タ
ー
ー
タ
ハ
ウ
ジ

ン
グ
ウ
ェ
ァ
、
大
洋
製
鋼
な
ど
賛

助
会
員
さ
ん
の
斎
で
、
淡
路
島
、

神
戸
市
内
散
策
の
旅
に
出
か
け
た

山
善
会
会
長
の
斉
藤
充
昭
氏
が
バ

ス
の
挨
拶
の
中
で
「
平
成
７
年
度

に
阪
神
淡
路
大
震
災
が
あ
っ
た
が

そ
の
年
の
山
善
旅
行
の
際
、
大
洋

製
鋼
さ
ん
の
協
力
で
視
察
を
し
た

が
、
今
回
の
旅
行
は
そ
の
後
の
復

興
ぶ
り
も
見
所
だ
」
と
言
わ
れ
た
。

過
日
は
神
戸
、
北
野
の
異
人
館

街
を
散
策
し
、
明
石
海
峡
大
橋
を

渡
り
、
北
淡
町
震
災
記
念
公
園
を

見
学
し
た
。
神
戸
は
震
災
時
と
違

い
、
建
物
な
ど
外
見
上
に
は
傷
跡

が
な
か
っ
た
。
北
淡
町
震
災
記
念

公
園
で
は
、
断
層
が
建
物
で
覆
わ

れ
、
保
存
さ
れ
て
い
た
が
「
建
造

物
は
大
地
の
上
に
浮
か
ん
で
い
る

様
な
物
だ
」
と
授
業
で
教
わ
っ
た

事
を
思
い
出
す
。
記
念
公
園
の
隣

の
家
は
、
当
時
テ
レ
ビ
に
紹
介
さ

れ
た
が
、
近
く
記
念
館
と
し
て
買

い
取
ら
れ
る
そ
う
だ
。
午
後
５
時

に
洲
本
温
泉
の
ホ
テ
ル
に
着
き
、

第
肥
回
山
善
会
総
会
を
行
っ
た
。

議
題
は
会
計
報
告
と
、
役
員
報
告
、

今
年
３
月
鯛
日
に
亡
く
な
ら
れ
た

津
坂
昌
宏
氏
に
代
わ
っ
て
、
名
古

屋
地
区
役
員
に
松
代
一
郎
氏
が
選

出
さ
れ
た
。
総
会
の
会
長
の
挨
拶

の
中
で
、
津
坂
氏
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
、
津
坂
氏
の
死
は
と
て
も
残
念

と
の
お
言
葉
。
「
斉
藤
会
長
は
平

成
大
不
況
は
政
府
の
責
任
が
大
で
、

我
々
は
選
挙
の
際
に
は
、
し
っ
か

り
と
し
た
代
表
者
を
選
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
愛
知
県
に
は
万
博
．

中
部
国
際
空
港
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
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０
９
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０
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Ⅲ
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Ｔ

売
れ
な
い
厳
し
い
時
代
と
い
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
齢
必
需
備
品
で

も
な
い
？
紙
裁
断
機
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

を
売
り
ま
く
る
明
光
商
会
社
長
の

高
木
潅
二
さ
ん
は
、
「
ど
ん
な
時

代
で
も
売
る
人
は
売
り
、
売
れ
な

い
人
は
売
れ
な
い
。
た
だ
不
景
気

は
、
よ
く
売
る
人
が
少
な
く
な
り
、

売
れ
な
い
人
が
多
く
な
る
だ
け
だ
」

と
い
い
ま
す
。

い
つ
の
時
代
で
も
売
る
人
に
な

る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
そ
の
た

め
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
心
が
け
た

ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
高
木
さ
ん

が
そ
れ
こ
そ
必
死
で
セ
ー
ル
ス
に

取
り
組
み
、
売
れ
る
人
に
な
っ
た

秘
訣
は
、
毎
朝
目
が
覚
め
た
ら
、

「
今
日
は
一
番
い
い
日
だ
」
と
強

く
思
い
、
そ
う
し
た
意
識
で
一
日

を
行
動
す
る
こ
と
で
し
た
。
高
木

さ
ん
は
い
ま
で
も
毎
朝
、
鏡
に
向

か
っ
て
歯
を
磨
き
な
が
ら
、
リ
ズ

ム
を
つ
け
て
、
「
昨
日
は
終
わ
っ

た
、
き
ょ
う
と
い
う
新
し
い
日
に

挑
戦
だ
、
き
ょ
う
は
素
晴
ら
し
い

日
に
す
る
ん
だ
」
と
言
い
聞
か
せ

て
、
職
場
に
向
か
う
そ
う
で
す
。

も
ち
ろ
ん
つ
ら
い
日
も
、
い
や

な
日
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
一

ミ
リ
で
も
い
い
か
ら
前
に
出
よ
う

と
、
今
日
は
誕
生
日
蒲
あ
し
た
は

ク
リ
ス
マ
ス
、
あ
さ
っ
て
は
正
回
礼

自
分
で
毎
日
を
一
番
い
い
日
と
決

４
月
各
支
部
の
動
き

豊
田
支
部

２
日
支
部
総
会
蛇
名

塑
日
第
１
回
役
員
班
長
会

刈
谷
支
部

５
日
定
例
会
９
名

西
尾
支
部

過
日
第
３
回
役
員
会
Ⅳ
名

鯛
日
共
同
事
業
委
員
会
８
名

８
日
青
年
部
定
例
会
即
日

知
多
支
部

邪
日
支
部
青
年
部
理
事
会

東
三
支
部

８
日
定
例
会
躯
名

羽
日
６
役
会
議
６
名

９
日
青
年
部
新
旧
役
員
引
継

ぎ
会
Ⅳ
名

野
も
山
も
公
園
も
、
絢
瑚
豪
華

な
春
一
色
で
人
々
の
心
を
浮
き
浮

き
さ
せ
て
く
れ
た
桜
の
開
花
も
、

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
鮮
や
か

な
新
緑
の
頃
と
な
っ
た
。

「
目
に
青
葉

山
ほ
と
と
ぎ
す
初
が
つ
お
」

と
、
つ
い
一
句
を
思
い
出
し
た
。

こ
の
句
が
詠
ま
れ
た
の
は
何
年

頃
な
の
か
分
か
ら
な
い
が
「
新
緑

の
快
適
な
季
節
に
な
っ
た
、
春
の

旬
の
味
覚
が
い
い
時
だ
」
と
で
も

言
う
よ
う
に
、
四
季
の
移
り
変
わ

り
と
旬
の
味
は
自
然
体
で
流
れ
て

い
た
。
し
か
し
日
本
経
済
が
高
度

成
長
を
と
げ
、
国
民
の
生
活
も
豊

か
に
な
っ
て
飽
食
が
問
わ
れ
る
昨

今
、
一
年
中
ど
ん
な
魚
も
野
菜
も

果
物
も
出
回
っ
て
い
て
、
季
節
感

が
薄
れ
て
味
気
無
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
外
国
か
ら
の
輸
入
自
由
化
の

影
響
も
あ
っ
て
か
、
一
部
で
は
あ

る
が
少
し
で
も
高
く
売
れ
る
季
節

外
れ
の
物
を
作
ろ
う
と
す
る
。
そ

れ
が
貴
重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ム
ダ

使
い
に
繋
が
っ
て
は
居
な
い
だ
ろ

う
か
。
生
産
効
率
を
上
げ
、
需

要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
満
た
す

た
め
に
は
、
ハ
ウ
ス
栽
培
や
水
耕

栽
培
、
魚
類
の
養
殖
な
ど
欠
か
す

事
は
出
来
な
い
。
ス
ー
パ
ー
な
ど

で
は
、
太
さ
も
長
さ
も
色
合
い
も

規
格
化
さ
れ
た
青
物
が
並
ぶ
。

商
品
価
値
と
か
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

と
か
言
わ
れ
る
が
無
駄
な
事
を
し

月
刊
仕
事
の
記
録
帖

発
行
所
文
明
出
版
社

住
所
鎌
倉
市
大
町
一
’
一
六

’
三
一

Ⅲ
○
四
六
七
’
二
四
’
二
一
○
七

定
価
三
八
○
円

書
店
販
売
は
し
て
い
な
い
。

パ
パ

め
、
「
お
は
よ
う
／
・
」
「
こ
ん
に
ち

は
／
・
」
と
い
っ
て
、
じ
ぷ
ん
で
明

る
く
し
て
い
く
の
で
す
。
仕
事
も

人
生
も
毎
日
の
積
み
重
ね
で
す
。

毎
日
を
一
番
い
い
日
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

こ
の
一
説
は
友
人
に
す
す
め
ら

れ
て
購
入
し
た
。
月
刊
仕
事
の
記

録
帖
四
月
号
の
中
よ
り
抜
粋
し
た

も
の
で
す
。
予
定
表
、
繁
盛
計
画

表
、
繁
盛
習
慣
表
、
間
題
解
決
表
、

繁
盛
の
基
本
、
一
日
～
三
十
一
日

ま
で
毎
日
「
今
日
は
一
番
い
い
日
」

の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
言
葉
が
の
っ

て
い
る
、
職
場
の
記
録
、
仕
事
の

記
録
、
私
の
歴
史
で
締
め
く
く
っ

て
あ
る
。

い
ま
ま
で
い
ろ
ん
な
手
帳
を
手

に
し
た
（
ポ
ケ
ッ
ト
用
、
年
間
用
）

月
刊
で
こ
れ
ほ
ど
安
く
て
、
充
実

し
た
内
容
の
も
の
は
な
か
な
か
で

す
。
社
員
全
員
に
持
た
せ
た
ら
意

識
改
革
が
芽
生
え
る
か
も
…
ぜ
ひ

お
す
す
め
し
た
い
。

事
、
診
断
書
は
打
撲
１
週
間
と
書

か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
１
週
間
し

て
警
察
に
行
き
色
々
と
聞
か
れ
ま

し
て
、
私
の
方
に
は
、
免
停
、
罰

金
も
な
し
と
の
事
、
ほ
っ
と
い
た

し
ま
し
た
。
事
故
の
事
を
考
え
る

に
、
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
目
、
カ
ー

ブ
の
手
前
で
は
十
分
な
減
速
に
心

が
け
、
交
差
点
、
三
叉
路
、
住
宅

街
道
路
で
は
徐
行
運
転
に
心
が
け

れ
ば
、
事
故
は
か
な
り
さ
け
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
組
合

員
の
皆
様
も
気
を
付
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岩
室
鋪

名
古
屋
板
金
連
合
会

Ⅳ
日
総
会
帥
名

昭
和
支
部

８
日
支
部
例
会
過
名

熱
田
南
支
部

加
日
定
例
会

略
日
青
年
部
会
合

小
牧
支
部

加
日
会
合
、
夕
食
会
叩
名

西
春
支
部

ｕ
・
皿
日
支
部
総
会

伊
豆
下
田
妬
名

津
島
支
部

５
日
定
例
会
９
名

岡
崎
支
部

別
日
役
員
会
釣
名

い
く
ら
自
分
が
気
を
付
け
て
い

て
も
、
相
手
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、

交
通
事
故
は
お
き
て
し
ま
う
事
が

あ
る
。
私
は
、
さ
る
１
月
妬
日
に

交
通
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
見
通
し
が
悪
く
、
カ
ー
ブ

を
曲
っ
て
皿
、
前
方
の
自
転
車
に

乗
っ
た
方
を
発
見
し
ま
し
た
が
、

時
速
妬
加
く
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
を

出
し
て
、
雨
も
ふ
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
間
に
合
わ
ず
、
衝
突
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
幸
い
入
院
す
る

事
も
な
く
、
そ
の
日
の
う
ち
に
自

宅
ま
で
送
っ
て
行
き
ま
し
た
。
次

の
日
検
査
の
結
果
異
常
な
し
と
の

て
い
る
。
見
掛
け
さ
え
良
け
れ
ば

い
い
商
品
と
思
う
消
費
者
に
も
問

題
あ
り
で
あ
る
。
ま
し
て
そ
の
物

の
旬
が
何
時
で
あ
る
か
も
分
か
ら

な
い
人
々
が
多
く
な
っ
て
来
た
の

は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
四
季
そ

れ
ぞ
れ
の
食
材
は
不
揃
い
で
も
、

形
が
悪
く
て
も
味
も
栄
養
価
も
変

わ
り
は
な
い
が
何
よ
り
太
陽
の
光

り
を
一
杯
吸
収
し
た
無
農
薬
の
旬

の
路
地
物
が
一
番
う
ま
い
事
は
間

違
い
な
い
。

近
頃
、
自
然
破
壊
、
環
境
破
壊

問
題
に
国
民
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
か
健
康
重
視
か

ら
か
自
然
食
・
健
康
食
志
向
者
が

増
え
て
い
る
。
㈱
山
善
の
山
田
社

長
は
強
度
の
自
然
食
こ
だ
わ
り
人

間
。
主
食
の
米
は
「
発
芽
玄
米
」

長
野
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
玄
米
を
発

芽
寸
前
に
パ
ッ
ク
し
て
販
売
さ
れ

て
居
る
も
の
。
白
米
感
覚
で
食
べ

ら
れ
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
食

物
繊
維
な
ど
白
米
の
五
倍
強
で
栄

養
バ
ラ
ン
ス
最
高
。
味
噌
・
醤
油

は
国
内
産
大
豆
を
手
作
り
で
仕
込

み
三
年
以
上
熟
成
さ
せ
た
も
の
。

仕
込
み
に
必
要
な
塩
は
千
米
以
上

の
深
海
か
ら
汲
み
上
げ
手
作
業
の

天
日
干
し
塩
。
調
理
や
飲
み
水
は

大
垣
の
水
、
と
並
で
は
な
い
。
健

康
維
持
は
日
々
努
力
の
積
み
重
ね
。

自
然
食
を
考
え
直
そ
う
。

四
月
二
十
八
日
㈱
晴

三
三
八
号
編
集
会
議

委
員
七
名
出
席

午
後
五
時
終
了
Ｓ

愛

函
冨
固
一
園


